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館山病院の理念
〝生命だけは平等だ〟を基本理念とし、
『生命を安心して預けられる病院』

『健康と生活を守る病院』
『患者さんの権利と尊厳を大切にする病院』

を目指します

旧年中はお世話になりました

本年もよろしくお願い申し上げます
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■口腔機能リハビリテーションセンター・歯科口腔外科
Tel.　0470-25-3555
■人間ドック・健診センター
Tel.　0470-23-5030
■介護老人保健施設たてやま
Tel.　0470-22-2700
■訪問看護ステーションたてやま
Tel.　0470-24-7311
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■ヘルパーステーションたてやま
Tel.　0470-24-7310
■通所・訪問リハビリテーション
Tel.　0470-30-8770
■ケアプランセンターたてやま
Tel.　0470-25-3477
■館山市地域包括支援センターたてやま
Tel.　0470-25-7191

ご
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コロナ禍以降６年ぶりに病院移転後、初と
なる忘年会を職員と共に開催することが
できました。忙しい毎日だからこそ、こう
してしっかりと息抜きできる時間が大切
です。部署を越えて交流でき、大人も子供
も皆で楽しいひと時を過ごしました。

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は館山病院に温かいご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
院長として４年目を迎えるにあたり、これまで支えてくださった皆さまに深く感謝申し
上げます。民間病院を取り巻く環境は依然として厳しく、医師確保や収益改善など課題
は続いております。それでも当院が一歩ずつ前に進むことができているのは、職員一人
ひとりの努力と、地域を想う温かい気持ちを持っているからです。
そこで、次の４つを重点目標として取り組んでまいります。

患者さんには「この病院があって良かった」
職員には「ここで働けて良かった」
そう思っていただける場所をつくっていきたい。
これが、院長としての変わらぬ願いです。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
皆さまにとって、健やかで実り多い一年となりま
すよう心よりお祈り申し上げます。

館山病院　院長

佐藤　猛 地域とのつながり強化

働きやすい職場づくり若手人材の育成

持続可能な病院運営



　新しい年を迎え、皆様に心よりお祝いを申し上げます。私は、徳洲会グループ創始者・
故 徳田名誉理事長のお膝元である鹿児島県奄美群島の与論島の出身で、島内初の病院と
して与論徳洲会病院が開院した平成8年に徳洲会グループへ入職いたしました。その後、
千葉西総合病院、千葉徳洲会病院と千葉県内の施設を経て、昨年６月より館山病院に赴任
してまいりました。半年が過ぎたものの安房地域への理解が浅く至らぬ点も多いかと存じ
ますが、何卒ご指導ご支援のほどよろしくお願いいたします。さて、当院におきましては、
昨年は眼科・整形外科等外来診療の充実に加え、暑さが一段と厳しい夏には多くの熱中症
患者様などで入院受入れ数も増加し、介護部門では老健たてやまが着実に軌道に乗り、地
域の皆様の健康を支える役割をより強く果たせた一年であったと感じています。これもひ
とえに、患者様・ご利用者様、温かく支えてくださる地域の皆様のご理解とご協力の賜物
であり、心より深く感謝申し上げます。“馬の歩みも千里” の言葉のように、一歩一歩の
積み重ねを大切にしながら地域医療のさらなる充実に努めてまいります。
どうぞ本年も、館山病院をよろしくお願いいたします。

館山病院　事務長

堀行　洋茂
ほりゆき　　ひろしげ

地域の皆様の「暮らし」を丸ごと支える存在へ
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　私は、昨年２月にこの地へ赴任して参りました。海と山に囲まれた温暖な気候と、住み
やすい土地柄にすっかり馴染み、皆様の温かさに触れる毎日を過ごしております。
　当院は2022年の新築移転により最新の医療設備を整え、日々進歩する医療に職員一同、
日々研鑽を積んでおります。また、高齢化が進む地域ですが、誰もが住み慣れたこの地域で、
最後まで自分らしく安心して暮らしていけるように、病気になった時だけでなく健康的な
生活を目指して、地域の皆様に寄り添って参りたいと考えております。そのために、訪問
看護・介護、リハビリ、ケアプランセンター、老健といった多職種が連携し、在宅医療へ
の架け橋となり、「ALLたてやま」で地域の皆様に貢献してまいります。新しい一年が、
皆様にとって笑顔あふれる幸多き年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。

館山病院　看護部長

光野　清美
み つ の　　き よ み

新年明けましておめでとうございます。
　今年の干支である午年は十二支の七番目で「馬」を象徴し、まっすぐ前に進む力強さか
ら、活力・行動力・前進・情熱を表し、新しい挑戦や飛躍に良いとされる年です。そして、
馬は前向きなエネルギー・成功・繁栄のシンボルとして日本人に長く親しまれてきました。
私の場合は競馬ですが（笑）館山病院は当地に2022年６月に新築移転し、今年で４年目を
迎えようとしています。ソフト面では整形外科が手術を含めて順調に科としての地位を築
き、また眼科は地域のニーズに応えて足が地に付いた診療科となっています。今年の４月
には新たに耳鼻咽喉科が診療科として加わり、館山病院の診療体制が一歩進んで事業が発
展、努力が実を結ぶ年になると確信しています。
　今年も職員一同、一致団結して頑張っていきましょう。

館山病院　名誉院長

竹内　信一
たけうち　　しんいち

新年のご挨拶


